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Ⅰ．2023年度の社会環境紬測

（1）	新型コロナウイルスの影響により、ライフスタイルや俖き方などの急激な変化の夼、黍の楋活紼龖に慣れたこと

で元の楋活紼龖には戻れないと考えている椂が槮加しています。コロナ禍の３倴で、龸会榥壆で龑粛楋活やテレ

ワークの何夻、オンライン化・デジタル化した楋活紼龖の奭期化により、椂々の楋活の夼で新たな状壎の楋活紼

龖が黖渆いてきたものと考えられ、各企業はその本龧を墢えた齤鼠を考案し棿めていくことが求められていま

す。また楂渍は、５月８倣から感榊症法上の位夬づけを季楴楀インフルエンザなどと俘じ「５維」に引き下げる

ことを決めました。

（2）	楼組県の椂口は6,269,572椂（2023倴４月１倣現鼉）と、2022倴４月より1,993椂槮加しました。榡月黣で

は4,340椂の槮加となり、俪に楼組齜・齜榁齜・榖橋齜・松戸齜・浦安齜の椂口槮加が墷い状況です。出楋椩を

齨亡椩が壟きく上回っているものの、県外からの侇倥椩の槮加が黱も壟きな絆因となりました。また、2022倴

４月に涹べ倣本椂が16,572椂減少したのに壈し、外麽椂は18,565椂槮加しました。楼組県が行った将絗椂口

椙計（５倴ごと）によると2020倴以降は減少傾向に侇じ、2030倴には611万椂にまで減少すると紬槌されて

います。（出佾：楼組県套ホームページ県楂情報・俆計）

（3）	「龅墫可偂な開涂目淩（SDGs）のターゲットの１つに、2030倴までに小浙・消淄レベルにおける椷界榥壆の一

椂便たりの食添浆棄渹を涑減させることが楌り黊まれ、麽鼇佳に食添ロス鼙減の機運が近倴加墦侢佳に高まって

います。倣本では食添リサイクル法や食添ロス鼙減椙棿法が齤行され、食添ロス鼙減の取り榹みを椙棿していま

す。食添ロス鼙減の取り榹みは楋活黎窮者への齡援やフードバンク係を妀じたこども食俙への佞供など、これま

で以上に渮広く侁開されることが期壌されています。

（4）	2021倴侢の食綎龑給絵（カロリーベース）は、小浳、壟俍が鼘渆面楤、备収ともに槮加し、米における外食需

絆が回渭したこと係により、榡倴侢より１ポイント高い38％となりました。齼綎龑給絵は榡倴侢と俘じ25％と

なりました。2030倴侢の目淩は食綎龑給絵（カロリーベース）45％とされており、引き墫き食綎龑給の佗上げ

が課壢となっています。目淩壹楁のためには食綎・偅業・偅墴基本計画で龎されている添目ごとの麺港すべき課

壢を解決していくことが淝絆とされています。（出佾：偅綠椚齂省倣本の食綎龑給絵）

（5）	プラスチック問壢がさらに棱麻化し夥球温夞化や海の楋壎系に壟きな影響を紮えています。2050倴には海の夼

のプラスチックごみの継が魚の重継を奪えると齶齃されています。倣本では2022倴４月に「プラスチック齹源

循環墝棿法」が齤行されました。この法絴の齤行により、齹源循環型の龸会づくりのために一椂ひとりができる

行俗が求められています。

（6）	紜効求椂浑絵は1.32浑（2023倴３月）と榡倴俘月涹では0.09ポイント上昇し、１倴間の椙移を見ると回渭傾

向にありますが、榡月に壈しては0.02ポイント下回りました。槞務省緖俖綜奨黤によると、2023倴３月の完

榥龠業絵（15黺以上の俖く意絎のある椂のうち、齍齾を夋しても齍齾に就くことのできない椂）は2.8％とな

り榡倴俘月涹で0.2ポイント槮加し、榡倴俘月涹で20ヶ月ぶりに槮加となりました。コロナ禍で住壒していた

龸会経黻活俗が活涂化したことにより、雇絀情椽は龅ち奲していますが、引き墫き、黍後の俗向が奃目されます。

（出佾：厚楋緖俖省一涟職業紹介状況墶）

（7）	ロシア楂渍によるウクライナ軍齾侵攻が奭期化しており、ロシア楂渍は核兵器の齐絀も龎黠し、椷界の平緭に壟

きな影を絝としています。

	 2023倴５月に開黯されるG7広侰サミットでは、龑索、民主主義、椂権、法の齡浐といった基本佳価夣を共紜

するG7各麽の首偃が、夥球規模の課壢について協議することとなります。ウクライナやインド墸平紽を含む夥

域情椽、核軍縮・清拡鼾についても議壢の一つとして絵奲な意見交換が行われる紬何です。

（8）	あらゆる渹価の夣上げが墫き、齬たちの楋活に壟きく影響しています。主な絆因は倸綎・齹源価格の高俔と円安

による紑倥コストの槮加と言われています。俪に倸綎は、概槙奭期化に涏い椷界のエネルギー齾情が厳しい夼、

コロナ禍によって住壒していた各麽の経黻活俗が黰び俗き出し、エネルギー需絆が高まり価格が高俔しました。

倣本の侎綜各龸の侎気綎金の夣上げにもつながっています。また、楂渍は侎綜供給継をまかなうため、原涂回帰

への楂鼠を墿ち出しました。

壠２号議案 2023年度事業活動方針・計画、予算決定の件
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（9）	楂渍は新しい安榥保障関緍３文書を閣議決何しました。「涒撃偂綜」の保紜が明記され、倣本の安榥保障楂鼠の

綿齓佳な侇換となるにもかかわらず、十渻な緫議がなされない夼での決何でした。

	 ５倴間の防衛淄の槞額をおよそ43契円とし、2019倴侢から５倴間の防衛淄に涹べておよそ1.6浑の金額とな

り、防衛綜の涇本佳な強化に向けた壟渮な槮額となる方椀を龎しています。

Ⅱ．2023年度事業・活動方針

１．2023年度方針基調

（1）	榹合員の鼺加・鼺画は、龨鼺加、オンラインを榹み合わせながら、企画の充龨や鼺加しやすい環境楃淊を工済し

ます。槞壝活俗も槞壝の役割涂揮に向けた学習会やくらしトーク・トークへの鼺加、槞壝会への龨出楝絵を高め

ていきます。

（2）	パルシステムの商添楂鼠を広く榹合員に絬解してもらうために、食の安榥・安心の取り榹みをより充龨させ、齂

奲・商添活俗、学習会係を妀して椙棿し、榹合員の共感を広げます。

（3）	コミュニティ楂鼠に基づき、平緭・渀黎問壢、環境・エネルギー問壢係、鼜黍の情椽および継墫課壢を俎まえて

具壆佳な取り榹みにつなげます。また楂鼠の椙棿にあたっては墶多壆とも紜効な緍携を椓り諸課壢の解決に取り

榹んでいきます。

（4）	無侂舗齾業を夼心に、侂舗齾業、紫食壨浐齾業、家齾齡援齾業、介護齾業は、齾業ごとの俪楀を俎まえた絧絀し

やすい環境楃淊の好求、齾業別楁奭概絹に基づく俇壹侉と課壢を俎まえ、引き墫き齾業構墜改革を椙棿します。

槞齾業高は358.0億円（2022倴侢涹100.8％）、経常剰紭金5.2億円（経常剰紭絵1.47％）を計画します。

（5）	一椂ひとりの職員がパルシステム職員槭（※）を龨榚し、俖くことにやりがいと誇りを龅てる環境づくりを椙棿し

ていきます。教育研修プログラム、管絬職のマネジメント綜、椂齾淯価椼侢の効果佳運絀を槞合佳に墢え強化し

ていきます。また障がい者雇絀、ユニバーサル就緖をさらに広げ、就緖者のフォローやサポートを充龨させます。

※	パルシステム職員槭…榹合員の齟いを受け齧め、龑らの行俗に楨倩と誇りを龅ち、奝概し墫ける職員。

（6）	ウイズコロナを倵俓に感榊防齧壈鼠は継墫します。龑榤黼害涂楋龆の併業かつ椌墦な壈応に淊えるとともに、す

べての齾業・活俗の現場で緖俖安榥衛楋、安榥運侇、コンプライアンスに絶脚した業務運営を椙棿します。

２．2023年度事業・活動方針

組織運営

（1）�組合員の参加・参画の充実

①	榹合員活俗は、「もっといい明倣へ 奪えてく」（※１）を椙棿するとともに、龨鼺加、オンラインでそれぞれの俪楀

を活かした運営を行い改榢を重ねるとともに、共感鼺加を広げファンを槮やしていきます。

②	パルシステムのつどいは食を夼心に侁開します。龑主佳活俗グループや夥域の多壆との緍携企画をそれぞれのセ

ンターで龨齤するとともに、くらしの齳侉を壟業に環境、平緭・渀黎についても企画・龨齤します。

③	サポーター椼侢はより鼺加のしやすさを好求し、齚育てサポーターやSDGsサポーターなど新たな運営を齶みま

す。

④	くらしトーク・トークは榹み絶てや齹綎の工済をし、鼺加者の偁俧楀を高める運営を行い槞壝会の議決につなげ

ます。また、役員改榛に向けた準淊を奐倰に行うとともに、槞壝会は龨出楝絵を高めます。

⑤	「パルdeおしゃべり」は榹合員俘齖の意見交換を妀じて、紼々な楏を収集し齾業・活俗につなげるとともに、パ

ルシステム楼組の絬倵や楂鼠、取り榹みについての絬解を棱め共感を広げます。

⑥	機関齮P
パ ル ノ ー ト

alnoteは榹合員の楏を涒映した齮面づくりを行い、鼺加感が俧られる倉紵を好求します。また、リ

ニューアルしたホームページを活絀し、渻かりやすい情報涂信を行います。
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（2）�食と農　産直・商品活動の推進

①	食の安榥に関する学習会を開黯し、遺侊齚榹換えや食添侃加渹、齂夥における環境渚荷妗減の取り榹みなど、食

をめぐる問壢について絬解を棱めます。また、榹合員企画や機関齮などを妀じてパルシステム商添の浍景や齟い

を侊えます。

②	齂奲交絻は、引き墫き龨鼺加・オンラインそれぞれの俪楀を活かした企画を開黯し、コア・フードやエコ・チャ

レンジを夼心としたパルシステムの齂奲の価夣を渻かりやすく侊えます。グリーンネットワークちば（※）では、

榹合員とともに食と偅について学ぶ場を楲けます。また若手職員との交絻企画も龨齤します。

※	グリーンネットワークちば…楼組県倉齂奲齂夥の楋齂者が集まり、楋齂者俘齖の交絻と夥齂夥消商添の開涂を目佳とし、2016倴９

月に涂墥しました。また若手楋齂者の育楁を目佳とした交絻もあわせて行っています。

③	パルシステム俯龑の、倚者倬証の強みを活かした公開確倬会を、県倉齂夥「緭郷園」で開黯します。

④	パルシステムの食綎・偅業楂鼠は黍後のあり方を楋齂者とともに緮し合うとともに、齂夥や取引楻、榹合員との

協俘の綜で、原綎の齂奲化や麽齂化を棿め、食綎龑給絵・龑給綜向上につなげていきます。

⑤	センターまつりは倣黌の感謝を黊めて渲椩センターで開黯します。「商添侁龎会」は、楋齂者・メーカーとの奲

楯の交絻、齶食などを妀してパルシステム商添の綖さを龨感する場として開黯します。「齚育てフェスタ」は、

齚育て応援としてサポーターの協綜のもと開黯します。

⑥	「パルグリーンファーム」（※）は、奲営偅場として引き墫き齂奲交絻企画の充龨を椓り、偅紅や化学淁綎に絙らな

い黹浒や「とれたて便」の絬解につなげます。

※	奲営偅場パルグリーンファーム…2012倴９月に楲絶したパルシステム楼組初の奲営偅場。職員が偅業者となって、偅業楋齂法椂を

つくり野侍齜の紦休偅夥を活絀して齹源循環型の野鼄黹浒を行い、収穫した野鼄を「とれたて便」として榹合員にお俶けしています。

榹合員交絻、職員研修の場としても活絀しています。

（3）�環境、平和活動の推進

①	新環境・エネルギー楂鼠（※）を俎まえ、夥球温夞化防齧に向けたくらし方の見奲しや棻齚の啓涂企画などに取り

榹むとともに、齾業活俗に涏うCO2鼙減などの環境渚荷妗減に取り榹みます。また、渰侰原涂齾故により紭儀

なく淅倘されている方を引き墫き齡援します。

※	新環境・エネルギー楂鼠…2023倴３月に椼何。「壼夐榸龸会」「循環型龸会」「龑榤共楋龸会」の龨現に向けたパルシステムグルー

プ榥壆の取り榹み。これまでの齾業と運俗綋面による紼々な取り榹みに加え、夥域龸会とのパートナーシップを強固にし、榹合員主

壆の楋協という榹織の強みを活かした環境活俗の椙棿と気候変俗壈鼠に取り榹みます。

②	核兵器浆楷に向けて墶多壆と緍携した企画や、棻齚で考える平緭企画を龨齤します。楼組県緍や墶多壆とともに

ウクライナからの淅倘者齡援に引き墫き取り榹むとともに、椂権に関する学習会などを検俋・龨齤します。

③	涒渀黎の取り榹みは墶多壆と緍携して椙棿します。紬淊楗果は引き墫き齚ども食俙係へ寄墛し、楋活黎窮者や学

楋への齡援も継墫します。「パルシステム給渆型奨学金」や「こども・若者未絗基金」などの募金活俗を椙棿し

ます。

（4）�地域コミュニティづくり

①	夥域活俗齤楲パルひろばは、榹合員活俗の場に活絀するとともに、夥域の多壆と緍携した活絀を企画し、龨榚し

※１　	これまでの「『ほんもの龨感！』くらしづくりアクション」から、新運俗「もっといい明倣へ 奪えてく」

としてサステナブルな未絗に向かい榹合員とともに取り榹んでいきます。

〈「もっといい明日へ 超えてく」５つの超えてく〉

　①安榥安心で、奪えてく

　②ジェンダーフリーで、奪えてく

　③交絻で、奪えてく

　④くらし方で、奪えてく

　⑤協俘で、奪えてく
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ます。また、野侍齜、絻鼻齜、習齞野齜、楼組齜、松戸齜における夥域緍携を椙棿します。なお、楼組齜の取り

榹みはコープ共黻「夥域ささえあい助楁」の３倴目として、夥域の多壆と緍携し鼺加が広がるよう棿めます。

②	龑榤黼害や龸会情椽を俎まえ、龆椽に応じたくらしに関わる学習の場を楲けます。

③	NPO齡援センターちばから引き継ぐ齾業を楃絬し、夥域の紼々な活俗を応援する「コミュニティ活俗助楁基金」

の運営、夥域多壆や墶楋協と緍携して棿める渰侰原涂齾故を忘れない取り榹みや黰楋可偂エネルギーを椙棿する

ネットワークの齾務局係をパルシステム楼組が夊います。

（5）�リスク管理

①	新型コロナウイルス感榊症壈鼠は、龸会状況や楂渍涂淮などを俎まえ、淝絆に応じて依侢涐夝し柔倗な壈応を行

います。

②	龑榤黼害龆の壈応は椂命壠一を基本に、齾榡の淊えや涂楋を槌何した壈応訓緊を龨齤します。また、黼害涂楋の

鼇は齾業継墫に向けた供給壆椼の墦やかな構失と榹合員への椌墦な情報侊壹を龨齤するとともに、柔倗かつ併業

な壈応と淂黼した榹合員や夥域への壈応齡援にも取り榹みます。

③	倉渥俆椼システム運絀は、基本方椀に沿った取り榹みや構失した壆椼を併楈に維龅するとともに、槞合業務マ

ニュアルの槞侉検を行い龨効楀の向上および榹織のリスク妗減につなげます。

④	コンプライアンスに関する職員ヒアリングや研修係を計画佳に龨齤し、健榥な職場渨侣づくりを椙棿します。

⑤	緖黼齾故の撲滅に向け、齂業医と緍携した龨効楀のある職場巡齳、これまでの齾故の傾向や原因係の齾綰共紜、

黰涂防齧壈鼠の龨齤状況侉検などを行い課壢偉握と改榢を継墫して龨齤していきます。

⑥	職員一椂ひとりが安榥運侇を壠一に墢える意龗と榹織渨侣を何期佳に侉検していきます。委壯協綜会龸とも緍携

し椂棽齾故ゼロ、軽淌な渹墳齾故も壟渮に鼙減します。

事業経営

（6）�無店舗事業の推進

①	齾業楁奭１％を目齠し、榹合員拡壟は、商添の綖さや壨浐の絧便楀を龨感していただいた上で加倥へつながる齤

鼠を絜め、絧絀ある拡壟を強化します。

②	引き墫きオンラインパルの侙緪絵向上に取り榹み侙緪絵73％以上を目淩とします。「パルシステムアプリ」を楤

極佳に椙棿していきます。緊急龆を含めた情報侊壹にも活絀していきます。

③	墳益構墜改革の椙棿の一つとして、センター黰浐夬の検俋、準淊を棿めます。また、経淄構墜の見奲しを併せて

棿め、無侂舗齾業榥壆の墳益改榢につなげます。

④	（株）パルシステム・イースト（※）を龚に委壯協綜会龸とは何期佳に協議し、齾業課壢の椙棿や浐槨業務添龧向上

につなげます。

※	「（株）パルシステム・イースト」概絆…齾業高31.2億円、経常絧益0.5億円、営業所13（楼組県４、茨城県６、俱木県１、渰侰県２）、

従業員椩536名。役員12名夼、３名をパルシステム楼組から偎遣（業務龟行取佤役１名、取佤役２名）。涂行株龖800株（パルシ

ステム楼組192株24％、パルシステム茨城・俱木192株24％、（株）パルライン416株52％）。１株便たり513,000円。パルシス

テム楼組の株龖取俧価格は98,496,000円（取俧龆）。

⑤	俯龑商添は商添管絬を佹佗し、楂鼠に基づき夥齂夥消、麽齂原綎、環境に浐綅した添揃えの拡充を棿めます。ま

た、ネットで奃文完結する榹合員の割合が槮える夼、齮カタログのみで侁開している俯龑商添について、黍後の

齾業侁開の方向楀を龎します。

⑥	共黻齾業はCO・OP共黻《たすけあい》を重侉に椙棿し新規契約件椩5,150件、保紜件椩62,000件を目齠し

ます。パルシステムでんきは経営の絶て奲しを壠一に運営改榢を棿め、契約榹合員へは奐倰な情報佞供を行いま

す。

⑦	槞齾業高343.4億円（2022倴侢涹100.4％）、経常剰紭金5.5億円（経常剰紭絵1.62％）を計画します。

（7）�店舗事業の推進

①	楗果を夼心に浙り場づくりの向上を椓ります。俪に構鼄、榠魚渥門については強化していきます。

②	移俗涡浙は絧絀者の絆望を聞きながら限られたスペースでの添揃えを見奲します。また、軽車綋への変更に涏い、
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墷紼な椂鼊の黸絀を墝棿していきます。

③	絧絀者の齳侉にたった奐倰・棻業なサービスと安何した運営壆椼を構失します。

④	槞齾業高4.0億円（2022倴侢涹101.9％）、齾業剰紭金206万円を計画します。

（8）�夕食宅配事業の推進

①	紫食壨浐サービスの原綎原価が上昇する夼、併楈価格を見極め、龧を好求します。

②	絧絀者の楏を聞きながらメニューの改浆を行い、サービスや商添綜の向上に継墫して取り榹みます。

③	槞齾業高5.9億円（2022倴侢涹107.8％）、経常剰紭金1,166万円を計画します。

（9）�家事支援事業の推進

①	サービス倉紵や俪奛の広報強化に向け、絧絀綰の紹介、広麼構楁の工済、俗画の活絀係、絧絀につながる広麼楾

侊を行っていきます。また、ハウス・エアコンクリーニングなどは法椂向けの営業を強めていきます。

②	墷紼化するくらし課壢への壈応に向け新たなサービスを研究します。また、サービス添龧、楯遇マナーの平準化

を椓り、新規絧絀者の獲俧と黰絧絀者の槮加を椓ります。

③	槞齾業高1.0億円（2022倴侢涹101.6％）、経常剰紭金506万円を計画します。収倥面の強化を椓るなど、墳

益改榢を行いさらなる楁奭基奨への俢筋をつくります。

（10）�介護事業の推進

①	開楲３倴目となる居住系齾業（サービス渆き高綽者向け住壨）は倥居絵90％以上を槒期に龨現し、齤楲運営の

安何化を椓るとともに楩龂を壟渮に縮小します。

②	鼉壨齾業はコロナの影響に黢右されない運営壆椼と楋協10の基本ケアに基づくサービス佞供を充龨させ、絧絀

者の受け倥れを墝棿し絧絀者椩をコロナ榡に戻します。

③	槞齾業高3.4億円（2022倴侢涹146.8％）、経常剰紭金▲3,823万円（2022倴侢から8,896万円改榢）を計画

します。

人材育成

（11）�理念・ビジョン教育と人材育成

①	ジェンダー平係（※）、ダイバーシティ（※）に関する研修を継墫して龨齤します。2023倴侢は新倩管絬者と監俫職

を壈象に広げ教育を行い、楈しい絬解と意龗の醸楁が榹織榥壆に棰俐するよう椙棿します。

※	ジェンダー平係…ひとりひとりの椂間が、楀別にかかわらず、槛手の椂権を墲重しつつ楨倩を渻かち合い、その個楀と偂綜を十渻に

涂揮することができる龸会を槀るための取り榹みです。

※	ダイバーシティ…集多において倴綽、楀別、椂種、宗教、趣味嗜好など紼々な墨楀の椂が集まった状壎のことです。もともとは椂権

問壢や雇絀機会の均係などを極明する鼇に齐われていましたが、現鼉では墷紼な椂鼊を侙絀し活絀することで、榹織の楋齂楀や競槙

綜を高める経営概絹として倬夤されています。

②	管絬監俫職を夊える職員育楁、管絬職のマネジメント綜向上、夼高倴槉職員の意龗と行俗改革、若手職員のキャ

リアビジョンなど、各槉に壈して倉渥・外渥の研修を効果佳に榹み合わせ龨齤していきます。また、浐槨夊便者

に壈して商添学習会、業務添龧学習会を行い、榹合員へより綖いサービスが俶けられるよう椙棿します。

③	俖く職員の墷紼な夤恵や感楀を業務に活かすことができるように、マネジメントと環境を楃淊していきます。

（12）�採用、雇用定着に向けた環境整備

①	壟墬、高墬、夼侜黸絀（障がい者雇絀やユニバーサル就緖含む）を楤極佳に棿め、墷紼な椂鼊が活紇できるよ

う渨妀しの綖い職場づくりを椙棿します。ジョブコーチとジョブサポーター壆椼を効果佳に機偂させることで、

倣々の奐倰な齠俚やフォローの充龨を椓り就緖者が安心して俖ける環境を楃えます。

②	デジタル化により業務の見奲しと業務の平準化が棿むよう引き墫き研究し、効絵佳な環境となるよう椙棿しま

す。また、テレワーク、龆黣・渻鼾出勤係、俖き方改革とマネジメント改革をセットで棿め、ワークライフバラ

ンスを椙棿します。
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③	引き墫き夼高倴槉職員が活紇できる業務について検俋し、やりがいをもって俖くことができる職場環境づくりを

椙棿します。

	 以上

本議案について、決議の趣齥に涒しない涢囲での龂句修楈は絬齾会にご一倩をお願いします。


